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巻頭言 新年度の始まりに当たり
理事長　細井　俊男

力するとともに、官公需における取引適正化や印刷
資材の値上げなど諸問題にも対応します。
教育事業では、オフセット印刷技能検定に加え、
当組合として初めてＤＴＰ技能検定を行います。こ
うした国家資格の取得は、社員のスキルアップに結
び付くだけでなく、社員を適正に評価する指標にも
なります。奮って参加いただきたいと思います。
三役直轄の事業である「ポスターグランプリ」は、
今年度で７回目を数え、「VS」をテーマに作品を募集
します。今回から富山工組が加わり、中部地区印刷
協議会を構成する５県工組の主催事業となります。
例年、数多くの力作が寄せられますが、学生に比べ、
一般からの作品が少ないように見受けられます。制
作社員の方の積極的な応募をお願いいたします。
今年度も、委員会への加入は１社１名という制約
は設けません。また、新たな若い人材を委員会に招
き、組織の幅を拡げ、次世代を担う人材を育ててい
きます。
組合員全員に参加してもらえるための組合活動
を、執行部と各支部長で連携して行ってまいります
ので、皆様のご協力をお願い申し上げます。

アベノミクスによる円安効果で輸出製造業を中心
に業績が好調だった日本経済も、最近では中国経済
の減速、円高・株安が響き、牽引役となる大企業の
景況感が大幅に悪化。我々中小企業への恩恵がない
まま、市場環境は厳しさを増しています。
経営資源が限られる中小企業においては、市場の
変化を敏感に察知しながら、自社の進むべき方向を
絞り込み、優秀な人材を確保・育成して企業として
のブランド力を高めていく必要があります。厳しい
市場環境を乗り越えていくため、愛印工では、事業
活動を通じて、組合員企業の経営の安定と成長を目
指していきます。
今年度は、組合事業のさらなる充実のため、事業
委員会の一部を再編しました。「ブランディング」「Ｃ
ＳＲ・ダイバーシティ」「経営革新」「マーケティング」
「教育」「環境・労務・新人教育」「組織・共済」の７つの
委員会で事業運営を進めます。
特にダイバーシティに関する取り組みは新規の事
業となります。女性が安心して活躍できる職場環境
づくりを支援していきます。そして経営革新やマー
ケティングに関するセミナー、企業見学会の開催、
ＣＳＲ認定制度の普及・啓発、ＭＵＤ教育検定の実
施、グリーンプリンティング認定の取得推進などを
通じて、印刷各社の企業価値向上に努めます。業界
の魅力を発信するブランディング事業にもさらに尽
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鬼頭正二郎

愛印工組平成28年度通常総代会は5月20日午後4時より名古屋観光ホテルにおいて開催さ
れた。総代会では木野瀬吉孝理事長の退任に伴い、新理事長に細井俊男氏の就任が発表された。
また、副理事長人事も発表され、鳥原久資、松岡祐司、酒井良輔の3氏が留任、木村吉伸、岩瀬清
の2氏が新任された。事業計画では、ブランディング、CSR・ダイバーシティ、経営革新、マーケ
ティング、教育、環境・労務・新人教育、組織・共済の7委員会と三役直轄の下で平成28年度事業
が展開される。

■総代会（前半）

総代会前半は、岡田邦義副理事長の司会で、鳥原副理事長
が開会の辞を述べた後、木野瀬理事長が次のように挨拶。
「副理事長の6年間を含め10年間、様々なことを勉強した。

この間、リーマンショックをはじめ諸々のことが起きた。昔
の常識では考えられないことが次々と襲い、昨日と同じ明日
が全く保証されない時代になってきた。我々の印刷業界以上

に大変だといわれている出版業界に異変が起きた。出版物
は、通常出版元から日販、東販、大阪屋、栗田出版販売、太洋
社の5社が取り次ぎをし書店を経て私たちの手元に届く。今
あげた5社は我々の昔の感覚では出版業界では神様みたい
なところである。ところが栗田と太洋社が倒産。そして、も
のすごい負債を抱えいろいろなところに迷惑をかけている。
昔、盤石だったところがこのような状態に陥ったことは、ビ
ジネスモデルそのものが変わったとしかいいようがない。で

就任挨拶する
細井俊男新理事長

平成28年総代会

■愛印工組／
平成28年度通常総代会

全員参加の組合活動を掲げ！
細井俊男新理事長が船出
「ブランディング」「CSR・ダイバーシティ」「経営革新」
「マーケティング」「教育」「環境・労務・新人教育」「組織・共済」
7委員会で事業運営

副理事長に鳥原久資、松岡祐司、酒井良輔（以上留任）、木村吉伸、岩瀬清（以上新任）
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は、我々はどのようにしてビジネスモデルを作っていけばい
いのか。今までのスタイルを守ろうとしてもどうしようもな
い。新しいビジネスモデルを作る必要がある。皆さんもいろ
いろなビジネスモデルを立ち上げようとされている。よく
第一次創業だとか、第二次創業だとかいわれるが、もうそん
な時代ではないと思う。毎月が創業である。何か新しいもの
を作ろうと思わない限り、お客さんの支持は得られない。そ
して大事なのは、自分の会社の能力だけではなく、いろいろ
な会社の能力を使えば、何でも簡単にできる時代になってき
た。そうした意味でも、新しいビジネスモデルを構築したな
ら、他に真似をしてもらうまでにならなくてはいけない。何
故なら、1社や2社が成功したところで、その業界は評価され
ない。しかし、どこに頼んでも有益なことをやってくれる業
界となれば大きな評価である。印刷業界もこうあるべきで、
同時に印刷工業組合が果たす役割は大きくなってきている。
何のために皆さんは群れを成しているのか、もう一度考えて
いただきたい。成功体験を共有することによってきちんと次
世代に受けついでいける。既得権益に守られている時代は終
わった。情報を共有して進んでいくことが大事である。」

議案審議は、吉村仁郎氏（日本交通印刷㈱）を議長に選出。
第1号議案「平成27年度事業報告及び決算関係書類承認の
件」、第2号議案「平成28年度事業計画及び予算承認の件」、第
3号議案「平成28年度経費の賦課及び徴収方法の決定の件」、
第4号議案「定款の一部変更の件」、第5号議案「支部の設置及
び運営に関する規約の一部変更の件」、第6号議案「平成28年
度常勤役員報酬額承認の件」、第7号議案「平成28・29年度理
事・監事承認の件」が報告され、審議の結果いずれも原案通り
承認された。

議事終了後、休憩に入った。この間、臨時理事会（協同組合
臨時理事会も同時開催）が招集され、新理事が別室において
三役選任を行なった。

■総代会（後半）

総代会後半に移り、来賓が入場。司会は酒井良輔副理事長
が務め、臨時理事会の報告が行なわれた。
【新役員】
●理事長：細井俊男（新任）
●副理事長：鳥原久資（留任）、松岡祐司（留任）、酒井良輔

（留任）、木村吉伸（新任）、岩瀬清（新任）
●専務理事：河原善高（留任）　　　　　　―敬称略―
新理事長に就任した細井理事長が登壇し、抱負を述べた。

（別項参照）
次いで、平成28年度事業計画の説明が行なわれた。（　）内

は担当副理事長と委員長。
●三役直轄（鳥原副理事長）
●ブランディング委員会（鳥原副理事長／荒川壮一委員長）
●CSR・ダイバーシティ委員会（酒井副理事長／山田慎二委

員長）
●経営革新委員会（酒井副理事長／野々村昌彦委員長）
●マーケティング委員会（松岡副理事長／久野彰彦委員長）
●教育委員会（松岡副理事長／磯貝健委員長）

●環境・労務・新人教育委員会（木村吉伸副理事長／堀裕史
委員長）

●組織・共済委員会（岩瀬副理事長／服部晋吾委員長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　―敬称略―　
次いで、来賓紹介が行なわれた後、来賓祝辞に移った。
□中部経済産業局産業部流通サービス産業課亀井敏之課長

の祝辞
「木野瀬前理事長を始めとする全役員の尽力に敬意を表す

るとともに、新たに選任された皆様においては愛知県印刷工
業組合が今後ますます印刷産業のけん引役として指導力を発
揮されんことをお願いする。

我が国の経済は一進一退を繰り返しているが、政府では
GDP 600兆円という強い経済の実現に向けて、賃上げなど

2016春の褒章
木野瀬吉孝氏藍綬褒章受章（前愛印工組理事長）

平成28年春の褒章受章者が発表され、中小企業振興功
績により木野瀬吉孝氏（前全日本印刷工業組合連合会副
会長／前愛知県印刷工業組合理事長／木野瀬印刷株式会
社代表取締役）が藍綬褒章の栄に輝いた。
【木野瀬吉孝氏略歴】
1951年生まれ。65歳。86年に愛印工組の理事に就任

後、副理事長を経て2012〜2016年の間理事長職を務めた。
この間、官公庁との印刷物の受注における不適正な安

値落札を防止し、取引価格の適正化に貢献する。また、組
合員に色覚障がい者に配慮した「メディアユニバーサル
デザイン」および「企業の社会的責任」の取組みを普及・浸
透させ、業界としての信頼を高めた。

特に、官公庁との取引価格の適正化では、愛知県庁と
の受注価格の適正化に向けた検討会議を設けたほか、メ
ディア・ユニバーサルデザインの振興についてはセミ
ナー開催や、MUD教育検定３級の資格試験実施を通じ
て業界の社会的評価を高めた。

さらに、企業の社会的責任については専門委員会を立
ち上げ、普及・啓発活動を実施した結果、中小印刷業CSR
認定制度を設けるなど、社会から信頼される業界となる
べく尽力した。

過去には、愛知県知事表彰（組合功労）、全国中小企業
団体中央会会長表彰（組合功労）、中部経済産業局長表彰

（組合功労）などを受賞している。
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三井住友海上名古屋しらかわビル11F TEL.052-229-4624㈹※2016年4月1日より社名が変わりました(旧社名コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱)

を通じた消費の喚起や生産性革命の推進をはじめとして地域
創成を本格化し、地域の付加価値想像力を強化している。印
刷関連産業については、特に、地域に根差した産業と認識し
ている。地域の幅広い産業の事業を支えてきているので、地
域の魅力の発信をさらにサポートして、地域の稼ぐ力、地域
の価値向上に取り組んでいただきたい。経済産業省としても
コンテンツを海外に発信するという取り組みを支援するJ・
LOP事業などの支援策を用意している。印刷業界の皆様はこ
うした支援策を活用し、長年培った技術・ノウハウを活用し
て、新たなサービスの創出をはじめ、経営革新に取り組んで
いただきたい。」

□愛知県産業労働部大野博技監の祝辞
「愛知県印刷工業組合は創立60周年を迎えられ、この春に

は木野瀬前理事長が藍綬褒章を受章された。これは長年に
わたる尽力のたまものであり、心より敬意を表する次第であ
る。愛知県では5か年計画の愛知産業ビジョンを作成してお
り、特に中小企業の方々に対して企業力強化を重点的に進め
ている。また、産業人材の育成にも努めている。さらに、この
4月から制度融資で設備投資・新規事業展開について0.4％利
率を下げており、融資枠も拡大しているので是非利用してい
ただきたい。

今、お話を聞いていると印刷工業組合はいろいろな事業を
行なっておられる。特に若者向けのPRムービーやメディアな
どに関しても、ユニバーサルデザインに積極的に取り組んで

おられる。さらに、CSRやダイバーシティにも強くかかわっ
ており力強さを感じる。モノづくりに関してはこれからサー
ビス化していくのではないかということで、そうした面では
皆さん方はいち早く IoTに取り掛かっており、時代の先端を
行く産業と感じている。特に IoTの中でもサービス産業的な
動きがこれから進んでいくので、その面でも全体の産業を
引っ張って行っていただきたい。」

岩瀬副理事長の閉会の辞で総代会を終了した。

■懇親会

続いて、懇親会に移り愛印工組、愛印協組合同で開催され
た。司会は酒井副理事長が務めた。

松岡副理事長の主催者挨拶に続き、退任役員を代表し髙井
前協同組合理事長が、「工業組合の4年間、協同組合の4年間
を振り返ると、やはり印刷会館の建設が脳裏をよぎる。丁度、
3.11東日本大地震が起きた時でもあり、建設資材の高騰が
あるのではないかと心配したが、心配をよそに建てることが
できたのはこの上もない喜びであった。良い時期に建てるこ
とができたと自分で満足している。今、大変厳しい時代が来
ている。やはり、業態変革をしっかり行なっていかなければ
ならない。組合員の皆さんもますます勉強され、新しいマー
ケットを開発し、印刷業界はとてもいい業界だといわれるよ
うになっていただきたい」と期待を寄せた。

続いて、春の褒章で藍綬褒章を受章した木野瀬前理事長に
記念品が手渡された。これを受けて「白井、髙井両理事長の下
で副理事長を務め、いろいろな事業を愚直に行なってきたの
が認められ、今回の栄誉に輝いた。しかしこれは、私個人の業
績ではなく、皆さんの業績を私が代表して受けたのに過ぎな
いと思っている。この機会を弾みとし今後も印刷業界発展の
ために微力ながら貢献したい」とお礼の言葉を述べた。

乾杯の発声を塚本久愛知県議会議員が行ない懇親会がス
タートした。細井丸の出航を祝うとともにますますの業界発
展を目指し情報交換と親睦に華が咲いた。宴たけなわの中、
木村副理事長の中締めで終宴した。
（なお、各委員会の事業内容については次号に詳報）

来賓祝辞を述べる
中部経済産業局の亀井敏之課長

来賓祝辞を述べる
愛知県産業労働部大野博技監
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木野瀬前理事長の跡を継ぎ、理事長を仰せつかった細井と
申します。未だに私がこの場所に立っているのが不思議な感
覚である。髙井さんから委員長の誘いをいただき、調子よく
引き受けたのが、本格的な組合活動への参加の始まりであっ
た。組合活動を行なっていくうちに“所詮一人の考えは一人”
であるとの思いが募ってきた。いろいろな同業者の方との情
報交換やネットワーク、さらには友情も含め、また、愛知県の
印刷業の地位向上など、大事な点が多々あることに気づかさ
れた。髙井さんに誘っていただいたことに感謝を申し上げた
い。ただ、まさか私が理事長になるとは思わなかった。私は、
結構頑固であり意固地で我儘である。水が合って組合活動も
続いてきたが、ただあまり能力がない。髙井さんや木野瀬前
理事長があまりにも優秀で弁もたつ。しかし私は、スピーチ
も苦手で大嫌いである。ただ私の周りの副理事長、各委員長
の方々は非常に優れた方々ばかりである。こうした方々の力
を大いに活用させていただき、私の足りないところを補完し
ていただき事業運営に取り組んでいきたい。

愛印工組は全国に行っても引けを取ることはない、むしろ
かなり進んでいる組合だと思う。皆さん胸を張っていただい
ていいと考える。私もこれからまず1期2年、木野瀬前理事長
の評判を落とさず、愛知が全国のリーダーシップを取ってい

けるような組合にしていければと思う。そうした中で、組合
費だけ払って参加されていない方もおいでになる。組合費を
払っていただいている全組合員が、利益をだしていけるよう
な業界にしていきたいと考えている。

平成28年度事業計画の基本方針を報告させていただく。
アベノミクスによる円安効果で輸出製造業を中心に業績

が好調だった日本経済も、最近では中国など新興国経済の減
速、さらに円高株安が響き、大企業の景況感が大幅に悪化。
消費の冷え込みも続き、その影響は我々中小企業にまで及ん
でいる。また、中長期的な部分では、2025年に団塊の世代の
人々が75歳以上となって高齢化社会が加速度的に進むなど、
社会構造の大きな変化も予測される。

こうした中、経営資源が限られる中小企業においては、市
場の変化を敏感に察知しながら、自社の進むべき方向を絞り
込み、優秀な人材を確保･育成して、企業としてのブランド力
を高めていく必要がある。厳しい経営環境を打開していくた
め、組合員企業の経営の安定と成長を目指していく。

組合では、事業のさらなる充実を図るため、今年度、事業委
員会の再編を行なった。「ブランディング」「CSR･ダイバーシ
ティ」「経営革新」「マーケティング」「教育」「環境･労務･新人教
育」「組織･共済」の7つの委員会で事業運営を進めていく。三

鳥原久資副理事長
三役直轄／ブランディング
委員会

酒井良輔副理事長
CSR・ダイバーシティ
委員会／経営革新委員会

松岡祐司副理事長
マーケティング委員会／
教育委員会

木村吉伸副理事長
環境・労務・新人教育
委員会

岩瀬清副理事長
組織・共済委員会

副理事長と担当事業

細井俊男新理事長就任挨拶
組合員企業の経営の安定と成長を目指し！
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役直轄による「第7回ポスターグランプリ」は、今年度より中
部地区印刷協議会を構成する5県工組主催の事業となる。グ
ラフィックデザイナーの育成にさらに尽力し、また、名古屋
而立会への支援･協力を継続して行なっていく。

ブランディング委員会では、ブランド･アイデンティティ
を社会により深く浸透させる取り組みを行ない、業界の地位
向上を図る。CSR･ダイバーシティ委員会は､ CSR認定制度の
普及･啓発､ 及びMUD教育検定を実施する。今年度の新たな
事業となるダイバーシティ事業では、女性が安心して活躍で
きる職場環境づくりの支援に取り組む。経営革新委員会は、
業態変革を実践するための各種セミナーを始め企業見学会も
行なう。マーケティング委員会では、新たなビジネスモデル
の提案、マーケット創造に関する様々な情報発信に努める。
教育委員会は、オフセット印刷技能検定、DTP技能検定を実

愛知県印刷協同組合（愛印協組／髙井昭弘理事長）の平
成28年度通常総会が5月20日午後3時30分より名古屋
観光ホテルにおいて開催された。

総会の冒頭、挨拶に立った髙井理事長は、「若い方が多
くなりいささか歳を感じる。若い方のために協同組合の
存在をお話ししておく。この協同組合は際立った事業を
行なっていないが不動産を持っている。メディアージュ
愛知の土地、建物は協同組合のもので、現在、工業組合に
貸している。いわゆる大家である。経常利益は10％を超
えており、大家は印刷を行なっているよりもいい。いず
れにしても、私は今期限りで理事長をバトンタッチする
が、メディアージュ愛知を印刷業界の情報発信基地とし
て大いに活用していただくことをお願いしておきたい」
と促した。

吉川正敏氏（㈱ヨシノ印刷）を議長に行なわれた議案
審議では、第1号議案「平成27年度事業計画及び決算関
係書類承認の件」、第2号議案「平成28年度事業計画及び
収支予算承認の件」、第3号議案「役員改選の件」が審議さ
れ、いずれも承認された。

事業計画は、「①メディアージュ愛知の維持管理をす
る、②メディアージュ愛知を印刷業界の情報発信基地に

する、③愛知県印刷工業組合の事業に協力し、第7回ポス
ターグランプリを共催する」などの活動方針が決められ
た。
【新役員】　　　　　　　　　―敬称略―
□理事長：木野瀬吉孝、副理事長：細井俊男、鳥原久資、

松岡祐司、□顧問・理事：髙井昭弘、□理事：岡田邦義、岩
瀬清、酒井良輔、鈴木進、吉川正敏、宇佐見参良、猪飼重
太郎、冨田尚志、木下隆司、□監事：服部恭政、小出一郎。
【退任役員】
□髙井昭弘、長苗克彦、白井紘一、富永康文

施し、社員のスキルアップを支援していく。環境・労務・新人
教育委員会は、グリーンプリンティング認定の取得推進を図
るとともに、各種労務事業、助成金活用を見据えた若手社員
の研修会を行なっていく。組織・共済委員会は、組合員の加入
促進、官公需対策のほか、印刷用紙値上げ等の資機材問題に
取り組んでいく。

今年度も、委員会への加入は１社１名という制約は設けな
い。また、新たな若い人材を委員会に招き、組織の幅を拡げ、
次世代を担う人材を育てていく。そして、組合員全員に参加
してもらえるための組合活動を、執行部と各支部長で連携し
て行なっていくので、皆様のご協力をお願い申し上げる。

□愛印協組・通常総会
新理事長に木野瀬吉孝氏が就任

協同組合総会（上）と、新理事長に
就任した木野瀬吉孝氏（右）
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平成28・29年度　愛知県印刷工業組合執行部及び委員会編制図
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講演をする菊地講師

セミナー会場

■愛印工組／ CSR・ダイバーシティ委員会

女性活躍推進セミナー
印刷会社の女性活躍を考えようin愛知

「女性の活躍で変わる、変える、これからの印刷産業」

管理職になるか、子どもを育てるかを選択する時、私は子ど
もと家庭を取り母としての幸せを味わいたいと思った。長い
目で見てもその考えは変わらず結果、働き続けることができ
なかった。私と同じような人たちが世の中には315万人おり
潜在的労働力といわれる。妊娠・出産を機に仕事を辞めてし
まった人たちは、本当に優秀な人材である。この人たちの使
い方を工夫すれば会社はもっともっと伸びていく」と、積極
的な活用を促した。そして、女性活躍を何から始めたらいい
のか分からないとう企業のために、「女性活躍加速助成金」や

「キャリアアップ助成金」などの活用を促した。この他にも、
戦力化に伴う問題や育休取得・復帰、キャリアアップに係わ
る女性の働き方について説明を加えた。

最後に、「これからの働き方は、常に先を見越すことであ
る。企業や自分達の成長のために5年後10年後の先を見越し
た考えをして欲しい」と述べた。

第2部では、吉澤和江氏と山田慎二氏による「自社の女性活
躍推進の取り組みについて」の事例報告が行なわれた。

吉澤氏は、「印刷業界で女性が働きやすい職場は男性にも働
きやすい。また障がい者や高齢者にも働きやすい。これから
先、ますます女性が働ける業界にならないと人手不足に陥り
経営ができなくなる」との考えを述べた。山田氏も社会復帰
を目指しながら自社で働く女性について「二和印刷の社員に
置き換えてキャリアを考えてみると、皆さん凄い人ばかりで
ある。だからあえて教育をする必要など全くない。電話の対
応も完璧、自己評価もでき、接客もできる。縁があって支援さ
せてもらった方達なので、自立後も何かしら係わりを持って
一緒にできればと思う」と述べた。

第3部では、「女性活躍、本音トーク」と題し、パネルディス
カッションが行なわれた。女性として、また受け入れる経営
者として、それぞれの立場からの意見が交換された。

閉会の挨拶に立った酒井良輔副理事長は、「吉澤社長が社員
と向き合い徹底的に改革したことを聞き、自分にはまだまだ
足りないことがあるという気付きのセミナーだった。皆さん
も様々なことを感じられたと思う。聞いて良かったで終わる
のはもったいない。今日をきっかけに女性がますます活躍で
きる会社を作っていきたいものである」と結んだ。
（なお、本セミナーの内容については次号に詳報予定）

□女性の活躍には、働き方を変えることが絶対条件
冒頭、挨拶に立った近藤起久子氏（全印工連・女性活躍推進

室委員）は、参加者に配布された冊子「仕事と暮らしのバラン
ス教科書」を紹介。「全印工連では、2年前から女性活躍推進室
を設置し取り組みを開始している。冊子は、各委員の会社実
例をふんだんに盛り込んでおり面白い内容になっているの
で、ぜひご一読いただきたい」と勧めた。

続いて基調講演に移り、菊地講師は、女性の活躍と密接に
関係している労働時間の問題や、女性が働き続ける上で考え
なければいけない出産育児の両立という課題に触れ、女性た
ちをエンパワメントしていくために必要なこと、それに伴う
助成金の活用などを解説した。

まず、「女性活躍推進法」を正しく理解するためには、施行
から30年を経た「男女雇用機会均等法」の問題点と解決すべ
き課題を挙げ、新たな推進法についても説明を加えた。この
中で、菊地講師は「この法律の一番の目的は、職場における男
女差別の撤廃。労働基準法41条2項の「管理監督者」という定
めでは、「労働時間」、「休憩」、「休日」の定めが適用されない。
女性であっても管理監督者であれば「日曜出勤」もする。妊婦
だろうと「残業」、「転勤」、「出張」もあり、妊娠・出産に配慮の
ない法律になってしまった。女性のライフイベントを想定し

愛印工組／ CSR・ダイバーシティ委員会（山田慎二委員長）は、
5月9日午後2時30分よりウインクあいちにおいて、印刷会社の
女性活躍を考えようin愛知「女性の活躍で変わる、変える、これか
らの印刷産業」と題したセミナーを開催した。セミナーは3部構成
で行なわれ、第1部では、菊地加奈子氏（特定社会保険労務士）を
講師に迎え基調講演「女性の力が企業を変える〜働き方改革で業
績アップ〜」が行なわれた。第2部では、吉澤和江氏（㈱太陽堂封
筒）と山田慎二氏（㈱二和印刷紙業）による「自社の女性活躍推進の
取り組みについて」の事例報告。さらに第3部では、パネルディス
カッション「女性活躍、本音トーク」が、コーディネーターに木野
瀬吉孝氏（木野瀬印刷㈱）、パネリストに菊地、吉澤、山田の3氏が
務め行なわれた。（参加者60名）

ないこの画一的な育成・昇進
システムは、結果として「子
どもを産む」か「仕事を取る
か」という選択肢だけになっ
てしまった。これが男女雇用
機会均等法30年の失敗とい
われている」と指摘する。

さらに、自身の経験から
「私も6年間専業主婦だった。
やはり当時この問題に引っ
掛かった。子どもを産んで、
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■女性活躍推進事業における女性活躍関連助成金のご案内

■平成28年度「両立支援助成金」

女性活躍推進法の施行にあわせ、職業生活と家庭生活の両
立支援に取り組む事業主に「両立支援など助成金」が支給され
る。

■出生時両立支援助成金 ※新設
男性労働者が育児休業を取得しやすい職場風土作りのため

の取り組みを行ない、男性労働者に一定の育児休業を取得さ
せた事業主に助成がされる。

支給対象となるのは、子の出生後8週間以内に開始する14
日以上（中小企業は5日以上）の育児休業。過去3年以内に男
性の育児休業取得者が出ている事業主は対象外になる。支給
対象となるのは1年度につき1人まで。
【支給額】中小企業：取り組み及び育休１人目60万円、2人

目以降15万円。
■介護支援取組助成金 ※新設
労働者の仕事と介護の両立に関する取り組みを行なった事

業主に助成がされる。
支給対象となるのは、厚生労働省で作成している「介護離

職を予防するための両立支援対応モデル」の取り組みになる。
具体的には、厚生労働省が指定する資料に基づき、以下の全
ての取り組みを行なった場合に支給される。

①従業員の仕事と介護の両立に関する実態把握（社内アン
ケート）、②介護に直面する前の従業員への支援（社内研修の
実施、リーフレットの配布）、③介護に直面した従業員への支
援（相談窓口の設置及び周知）。
【支給額】1企業1回のみ60万円。
■代替要員確保コース
育児休業取得者の代替要員を確保し、育児休業を3 ヶ月以

上利用した労働者を原職などに復帰させ、復帰後6 ヶ月以上
雇用した中小企業事業主に助成が行なわれる。

支給対象は、育児休業取得者の原職等復帰日（育児休業終
了日の翌日）から起算して6 ヶ月を経過する日が、平成28年4
月1日以降の場合になる。
【支給額】育児休業取得者１人当たり50万円。（※育児休業

取得者が期間雇用者の場合10万円加算。また、当該期間雇用
者が雇用期間の定めのない労働者として復職した場合はさら
に10万円加算）。
【支給対象期間】最初の支給対象労働者の原職等復帰日から

起算して6 ヶ月を経過する日の翌日から5年以内。
【上限人数】1年度（各年の4月1日から翌年の3月31日まで）

に延べ10人。
■期間雇用者継続就業支援コース
育児休業を6 ヶ月以上利用した期間雇用者を原職等に復帰

させ、復帰後6 ヶ月以上雇用した中小企業事業主に助成がさ
れる。

期間雇用者継続就業支援コースは平成27年度で終了して
いるが、経過措置として、平成28年3月31日までに育児休業
を終了し、原職等に復帰した場合、平成27年度と同じく次の

額が支給される。
【支給額】１人目40万円（ ※正社員として復帰させた場合

10万円加算。2 〜 5人目：15万円。正社員として復帰させた
場合5万円加算）。
【支給人数】支給対象期間内で延べ5人。
■育休復帰支援プランコース

「育休復帰支援プラン」を策定及び導入し、対象労働者が育
休取得した場合及び復帰した場合に中小企業事業主に助成が
行なわれる。

これまで支給対象となるのは1企業につき1人までであっ
たが、これを拡充して1企業につき2人まで（期間雇用者1人、
雇用期間の定めのない労働者1人）。平成28年度の後半から
は、介護休業についても対象とする予定。
【支給額】正社員、期間雇用者それぞれ1人について、以下の

通り支給。プランを策定し育休取得したとき：30万円。育休
者が職場復帰したとき：30万円。

■平成28年度「女性活躍加速化助成金」

女性の活躍推進に取り組む事業主を支援する助成金。
女性活躍推進法に基づき、自社の女性の活躍に関する「数

値目標」の達成に向けた取り組み内容（「取り組み目標」）等を
盛り込んだ「行動計画」を策定し、計画に沿った取り組みを実
施して、「取り組み目標」を達成した事業主及び数値目標を達
成した事業主に対して助成金を支給。
【助成金の種類と支給金額】
○加速化Aコース：「取り組み目標」を達成した中小企業主

に対して支給。支給額30万円（1事業主1回限り）。
○加速化Nコース：「取り組み目標」を達成した上で、「数値

目標」を達成した事業主に対して支給。支給額30万円（1事業
主1回限り）。

※「両立支援助成金」及び「女性活躍加速化助成金」の問い合
わせ先は、最寄りの都道府県労働局雇用環境均等室まで。厚
生労働省HPでも検索ができる。

■「愛知県女性の活躍促進奨励金」

愛知県が行なっている女性の活躍促進に奨励金を支給する
制度で、県内に本社がある中小企業が対象。推進体制の整備、
職域拡大、募集・採用拡大、登用、育成、家庭との両立支援な
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円、2項目6万円、1項目3万円。
※取り組みの項目とは、例えば、「女正の活躍に関する計画

を策定し自社のホームページに公開」、「女性の活躍を促進す
るプロジェクトチームの設置」、「推進体制の新たな整備」、「助
成の登用に向けた女性社員の能力向上に資する研修の実施」
など19項目が設定されている。
【申し込み締切日】
平成29年1月末（ただし、予算額に達した時点で終了）。
※その他詳細は、「愛知県女性の活躍促進奨励金」で検索。

ど、女性の活躍促進への新たな取り組みへを行なった場合に
奨励金が支給される。
【対象】
次の要件を満たしていることが必要になる。①愛知県が募

集する「女性の活躍促進宣言」を提出していること。②常時雇
用する従業員数が300人以下であり、原則として愛知県内に
本社があること。③奨励金の対象となる取り組みを平成28
年4月1日以降に実施したこと。
【奨励金】
取り組みの項目数に応じて支給される。3項目以上10万

【ウィンクあいちで6月と9月に開催】
一般社団法人日本印刷産業機械工業会では、「Japan 

Color認証取得セミナー」を6月と9月の2回開催する。〝取得
は難しいのではないか〟との疑問を受けて、認証取得の手順
を分かりやすくコツとメリットを徹底解説する。また今年度
より、セミナーを受講した企業限定で「標準印刷認証3 ヶ月集
中取得支援パッケージ」を用意、申請から3 ヶ月で取得できる
よう、アドバイスなどを無料で行なうサービスを展開する。
【セミナー内容】
Japan Colorとは―／ Japan Color認証取得のメリット

／ Japan Color認証取得のコツなど。
【名古屋開催】（両日とも）
□日時＝6月17日（金）／ 9月2日（金）、時間＝14.00 〜

16.30、□会場＝愛知県産業労働センター「ウィンクあい
ち」、□定員＝50名。※参加費無料、１社何名でも可。
【取得のメリット】
Japan Color認証取得により、「①企業イメージの向上、②

印刷品質の安定、③社員のスキルアップ、④コストダウン、⑤
取引上の優位性」などがある。
【問合せ・申し込み】
Japan Color認証制度HPから申し込む。
http://www.jpma-net.or.jp/from/japancolor_inquiry.php

■ Japan Color 認証取得セミナー

〝標準印刷認証 3 ヶ月
集中取得支援パッケージ〟用意

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
H28年6月15日（水）以降の事業

開催日時 事業・行事、場所、備考

6月24日(金)
受付
　18:00 ～
セミナー
　18：30～20：00
質疑応答
　20：00 ～

事 業 名 平成28年度教育委員会セミナー
<ローラーメンテナンスセミナー >

場 所 三藤印刷株式会社

講 師 後藤　規之氏　（三藤印刷㈱ 代表取締役社長／愛
知県印刷工業組合 教育委員会副委員長）

参 加 費 各県印刷工業組合員1人1,500円　一般1人2,500円
定 員 36名
申込期日 平成28年6月16日（木）
備 考 ※詳細は同封のご案内をご覧ください。

7月16日(土)
　10：00～16：30

事 業 名 MUD教育検定3級
場 所 ウィンクあいち　12階1202会議室

参 加 費 一般16,200円　各県印刷工業組合員15,700円　
学生5,400円　再受験8,100円

定 員 90名
申込期日 平成28年6月24日（金）
備 考 ※詳細は同封のご案内をご覧ください。

7月15日(金)
　～ 16日（土）
　9：30～17：30

事 業 名 MUD教育検定2級
場 所 メディアージュ愛知　3階会議室
参 加 費 一般54,000円　各県印刷工業組合員52,000円
定 員 30名
申込期日 平成28年6月24日（金）
備 考 ※詳細は同封のご案内をご覧ください。

7月4日(月)
　14：00～16：00
　(13：30より
　受付開始)

事 業 名 印刷産業における化学物質リスクアセスメントセミナー
場 所 ウィンクあいち１２０３会議室
参 加 費 無料
定 員 100名
申込期日 平成28年6月24日（金）
備 考 ※詳細は同封のご案内をご覧ください。

7月29日(金)
　18：30～20：30
　(予定)

事 業 名 マーケティングセミナー
場 所 ウィンクあいち901会議室
備 考 ※詳細調整中
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渡辺達也前会長（写真左）と
近藤祐輔新会長（写真右）

□名古屋而立会・総会

新会長に近藤祐輔氏(㈱新興印刷社）
「顧客に選ばれる組織づくり」を年間テーマに

会則改定で50才まで在籍可能に！

冒頭、近藤新会長は、「私は今から13年前この名古屋而
立会に入会した。当時は電子化が急激に進み始め、印刷業
界、特に弊社の属しているフォーム業界は著しく市場が縮
小している状況で、当時26歳の私は印刷業界のことも良く
判らず、この市場の縮小を前に非常に強い不安を感じてい
た。将来会社はどうなるのか、自分で会社が経営できるの
か、こんな不安を抱えた中で、而立会に入会した。この不安
は、入会後も簡単に無くなる事はなかった。しかし色々な
会員の人達と業界の話、仕事の話をしていくうちに、悩み、
不安に思っているのは自分だけではないことに、改めて気
付き、この業界で働いていく覚悟、そして経営者になる覚
悟を強くしていった。また、先輩会員の方々から、決算書の
読み方や、経営計画の立て方などを教えていただき、この
業界で生きていくうえでの、知識や情報を教えていただい
たのは、これから自分が会社を経営していくうえで、ほん
とに重要なことを学ばせていただいたと心から感謝してい
る。こういった経験が出来たのも、而立会に入会したおか
げであり、この恩を少しでもお返ししなくてはいけないと
いう想いで会長職を受けさせていただく決意をした。歴代
の会長の方々のように皆さんにとって有意義な一年にした
いと思っている」と挨拶した。

そして話を年間テーマに移し、「私が入会した13年前の
印刷市場は大変厳しい状況であったが、今でも印刷市場の
縮小は下げ止まっていない。こういった環境の中で全員が
学び、そして大切にしなくてはいけないテーマは何かと考
え、このテーマにした。印刷需要が減少していく中で、我々
印刷会社がどのように顧客満足を高め、どういった組織を
作っていけるのか、そういったことを考える一年にしたい
と思う」と決意を述べた。

総会は、冨田章裕元会長を議長に議案審議に入った。渡
辺達也前会長が「平成27年度事業報告」、前年度会計宮田洋
鉱氏が「平成27年度決算報告」を行ない、続いて、近藤会長
より「平成28年度事業計画案」、同「予算案」の説明が行なわ

れ承認された。その他の議案として、希望者のみ50歳まで
在籍出来るよう会則を改める提案がされ承認された。

新入会員報告では、岡島亮太(㈲東海タック)、栗本延典
(ユタカ印刷㈱)、松本導憲(㈱花の木でざいん)の3氏が紹介
された。また、OB会員への移行は、伊藤公一(㈱伊藤美藝社
製版所)、此島誠司(㈲コノシマスクリーン)、澤村健太郎(㈲
新守印刷)の3氏。

総会終了後OB会員を招いた懇親会が開催され、来賓を
代表して挨拶に立った愛知県印刷工業組合の木野瀬吉孝理
事長は、「今日の総会を拝見して、渡辺会長は、実直で最後
まで人柄が出ているなと感じた。以前新聞等で拝見したの
だが、3つの事を学んだと云われていた。『人の意見、物事を
素直に聞く耳をかたむける』、『人のせいにしない』、『感謝す
る』この3つを成しとげてほんとに成長された。多分この1
年間で誰よりも成長されたのではないかと思う。

そして近藤会長の年間テーマは、『顧客に選ばれる組織づ
くり』。先日ある方から、木野瀬さんのところは、印刷通販
を、どう考えどんな対策をたてているか、と質問を受けた。
返答は、対策は無く、戦わないことである。同じ土俵で戦っ
ても全く意味がないので、違う土俵をお客様に示す。それ
がほんとうにお客様に応える組織、会社づくりじゃないか
と思う。而立会も50歳まで希望者は定年延長という事で、
組織もやはり選ばれることが必要である。印刷業界の若手
経営者や今経営を担っている人が自分の後継者を入れたい
と思わせるような、入らなくては損だというような組織づ
くりが必要なのではないかと思う。そのためには、組織全
体がほんとうに魅力があるということをアピールしなくて
はいけない」と祝辞を贈った。

岡田吉生OB会会長の乾杯の音頭で新年度を迎える宴が
始まり、情報交換の一時を過ごした。
【平成28年度幹事】敬称略
会長：近藤祐輔／副会長：伊藤亮仁(伊藤手帳㈱）、堺貴弘

（プリントス㈱）、野田哲也(太美工芸㈱）、前田知彦(㈱プリ
ポート）／相談役：渡辺達也(㈱メイセイプリント)

名古屋而立会（渡辺達也会長、以下・而立会）は、4月18日ザ・グランド
ティアラ名古屋において「平成28年度総会」を開催した。渡辺会長からバ
トンタッチした近藤祐輔新会長が決意と年間テーマ「顧客に選ばれる組織
づくり」を表明。新たなスタートを切った。また、平成27年度事業報告、決
算報告、28年度事業計画案、予算案が審議され、承認された。また、希望者
のみ50歳まで在籍出来るよう会則を改める提案がされ承認された。参加
者は会員33名、OB21名。
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■全印工連CSR認定
第14期ワンスター認定募集（平成28年7月31日締め切り）

新刊書案内

編 集 だ よ り

QCD（品質・コスト・納期）の競争から企業価値競争へ。企業としての信頼性や社
会的責任が問われている中、全日本印刷工業組合連合会（以下、全印工連）では、
CSR(企業の社会的責任)研究の第一人者である横浜市立大学の影山教授監修のもと
中小印刷業CSR規格を策定し、地域に密着したCSRに取り組み、顧客・社会から必
要とされるパートナーとして成長する企業のCSR認定に取り組んでいる。今回、第
14期ワンスター認定募集を開始した。（平成28年5月現在CSR認定企業は94社） 

■応募資格：全印工連CSR認定規格が定めるCSRの取り組みを行なう企業 
■募集期間：平成28年5月1日〜 7月31日（9月認定登録予定） 
■申請書類：①CSR取り組み項目チェックリスト、②法令遵守宣誓書（所定様式）、

③納税証明書（税務署が交付した証明書）、④過去3年の行政処分がないことの宣誓書
（所定様式）、⑤添付書類（CSR取り組み項目チェックリストでチェックした項目を証
明する書類）

■認定の概要：ワンスター認定はCSR認定の標準認定であり、審査機関の横浜市立
大学CSRセンターが書類審査を実施し、外部の有識者で構成する全印工連CSR認定
委員会において認定する。認定企業は、CSRマークを自社の名刺やホームページ、
顧客の印刷製品に表示することができる。認定取得後は2年毎に更新審査を行ない、
上位認定であるツースター認定を取得することもできる。

■認定費用（一例）：従業員数（1 〜 9名）、認定費用：50,000円、組合員以外：
100,000円。従業員数(10 〜19名)、認定費用：55,000円、組合員以外：110,000円(税別)。

■詳細は、全印工連CSR認定事務局(TEL03-3552-4571)、あるいは、全印工連
CSRで検索。

□「印刷会社と地域活性化」事例のデータ

から見る地域活性ビジネス

印刷会社の地域活性化ビジネスガイド

「印刷会社と地域活性化」が刊行された。

本書には、印刷会社による地域活性化、

本質とビジネスモデルについて／印刷会社

のフリーペーパー、その魅力と役割、新た

な可能性／愛媛の中高生と社会を繋ぐ無料

職育誌「ココロエ愛媛」、印刷会社の地域活

性化に関するアンケート調査／印刷会社に

期待されるまちのICTコンシェルジュ構想

の考察／観光における地方創生の方向性／

地域活性のキーワードなどの他、14の事

例が掲載されている。

発行：（公社）日本印刷技術協会

体裁：A4判74頁

価格：3,600円＋税

□「印刷会社とデジタル印刷」成功への道

（日本図書館協会選定図書）

印刷会社が取り組むデジタル印刷に関し

て、業態を変えずに印刷会社として何がで

きるか、デジタル印刷の成功への道筋が解

説されている。

本書には、デジタル化の大波／バリアブ

ル印刷／ネットの競合からネットと共同へ

／デジタル機導入の条件／多品種・小ロッ

ト・短納期／マルチプレーヤーに／小ロッ

ト製本などが収録されている。

発行：（一社）日本印刷学会出版部

体裁：A5判86頁

価格：1,600円＋税

□「2016印刷機材年鑑」

プリプレスからポストプレスまで網羅し

た印刷関連機資材のガイドブック。イン

ターネットで閲覧できるWeb掲載。

発行：ニュープリンティング㈱

体裁：A4判324頁

価格：2,160円（税込み）

□「プリントソリューション2016」

プリプレスからポストプレスまで網羅し

た印刷関連機資材のガイドブック。

発行：㈱印刷出版研究所

体裁：A4判190頁

価格：2,000円（税込み）

■平成28年度通常総代会が開かれ、新

しい理事長に新日本印刷㈱の細井俊男氏が

就任し新体制がスタートしました。事業計

画・予算も承認され、組合員企業の経営の

安定と成長を目指しどのような舵取りが行

なわれるのか、細井丸の船出に期待が膨ら

みます。■各委員会の事業計画も決まり、

時宜に適った盛り沢山のプランが組み込ま

れています。計画の遂行には、担当される

役員の方々にかける負担は計り知れないも

のがあると拝察しますが、業界発展のため

にご尽力されることを切にお願い申し上げ

ます。■大変嬉しいニュースが入ってきま

した。前理事長を務めた木野瀬吉孝氏が春

の褒章で、「藍綬褒章」受章の栄に輝きまし

た。木野瀬氏が業界発展に掛けた熱意は枚

挙に遑がなく、この努力が高く評価された

ものと思います。これを契機としてますま

すご活躍されることを切念致します。
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